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１ 野球場施設概要の比較  
 

設備 

内容 

新野球場 
岩手県営野球場 花巻球場 

秋田県立野球場 

（こまちスタジアム） 市単独整備 県との共同整備（想定） 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

ｻ ｲ ｽ ﾞ 

両翼100ｍ，中堅122ｍ 
 

内野：人工芝 

外野：人工芝 

両翼100ｍ，中堅122ｍ 
 

内野：人工芝 

外野：人工芝 

両翼91.5ｍ，中堅122ｍ 
 

内野：クレー舗装 

外野：天然芝生 

両翼92ｍ，中堅120ｍ 
 

内野：クレー舗装 

外野：天然芝生 

両翼100ｍ，中堅122ｍ 
 

内野：クレー舗装 

外野：天然芝生 

収 容 

 

人 数 

 

10,000人 
 

 

メイン 3,000人 

内野  3,000人 

外野  4,000人 

 

 

20,000人 
 

 

メイン 5,000人 

内野   7,000人 

外野  8,000人 

 

 

25,000人 

（実質15,000人） 
 

メイン 3,400人 

内野   9,032人 

外野  12,568人 

 

12,000人 
 

 

ﾒｲﾝ内野 5,700人 

外野   6,300人 

 

 

25,000人 
 

 

メイン 4,602人 

内野 10,398人 

外野 10,000人 

 

諸 室 

 

構 成 

 

本部・役員室 

審判員室 

放送室 

記者席 

選手控室 

シャワールーム 

救護室 

会議室   等 

 

本部・役員室 

審判員室 

放送室 

記者席 

選手控室 

シャワールーム 

救護室 

会議室   等 

※プロ野球に対応する

諸室構成及び広さと

する。 

 

本部・役員室 

審判員室 

放送室 

記者席 

選手控室 

救護室 

会議室  等 

 

本部・役員室 

審判員室 

放送室 

記者席 

選手控室 

救護室 

会議室  等 

 

本部・役員室 

審判員室 

放送室 

記者席 

選手控室×４ 

シャワールーム 

救護室 

会議室   等 

ｽｺｱ 

ﾎﾞｰﾄﾞ 

 

分割式（スコア・氏名） 

フルカラーＬＥＤ 

 

全面式（スコア・氏名） 

フルカラーＬＥＤ 

 

磁気反転式（一部電光）  

一部ＬＥＤフリーボード 

 

分割式（スコア・氏名） 

フルカラーＬＥＤ 

 

磁気反転式（一部電光）  

ｽﾀﾝﾄﾞ  

設 備 

放送設備 

ｶﾒﾗﾏﾝ席， 

身障者用観戦席， 

ｽﾛｰﾌﾟ又はｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

放送設備 

ｶﾒﾗﾏﾝ席， 

身障者用観戦席， 

ｽﾛｰﾌﾟ又はｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

放送設備 

ｶﾒﾗﾏﾝ席 

 

 

放送設備 

ｶﾒﾗﾏﾝ席 

 

 

放送設備 

ｶﾒﾗﾏﾝ席， 

身障者用観戦席40席 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

夜 間 

照 明 
６基 ６基 ６基 ６基 

４基 

屋根照明２基 

屋 内 

練習場 

別棟屋内練習場 
 

約1,600㎡ 

（40ｍ×40ｍ） 

別棟屋内練習場 
 

約2,500㎡ 

（50ｍ×50ｍ） 

1,3塁ｽﾀﾝﾄﾞ下 
 

1,520㎡ 

（40ｍ×19ｍ）×２ 

1,3塁ｽﾀﾝﾄﾞ下 
 

480㎡ 

（30ｍ×８ｍ）×２ 

1,3塁ｽﾀﾝﾄﾞ下 

 

約500㎡ 

（約25ｍ×約10ｍ）×２ 

駐車場 約1,000台 約1,000台 

414台 
 

普通車 368台 

バス    46台 

1,083台 
 

普通車 1,057台 

バス     26台 

1,450台 
 

屋内プール 235台 

臨時駐車場 100台 

含む 

 

 

資料 
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２ 屋内練習場の大きさ等の比較 
    

大きさ等 
新 野 球 場 

屋内練習場 

岩手県営野球場 

屋内練習場  

花 巻 球 場 

屋内練習場 

宮 城 球 場 

屋内練習場 

静岡県草薙  
総合運動公園 

硬式野球場  

屋内練習場  

広さ 
（ﾌｨｰﾙﾄﾞ面積） 

約2,500㎡ 
 

（50ｍ×50ｍ） 

1,520㎡ 
 

（40ｍ×19ｍ）×２ 

480㎡ 
 

（8ｍ×30ｍ）×２ 

2,500㎡ 
 

（50ｍ×50ｍ） 

2,500㎡ 
 

（50ｍ×50ｍ） 

高さ 

（最高部） 
約15ｍ 10.5ｍ ３ｍ 

1

17ｍ 

 

15ｍ 

備考 

 

社会人野球等の

塁間を確保した

内野の守備練習

が可能となる広

さとした。 

 

プロ野球が利用

する屋内練習場

を参考とした。 

 

1,3塁スタンドの

下に設置 

 

 

1,3塁スタンドの

下に設置 

 

 

ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ練習場 

900㎡（別室） 

（30ｍ×30ｍ×17ｍ） 

 
※東北楽天ゴ
ールデンイー
グルスの本拠
地野球場の施
設。 

 

建設費 

354,263千円 

 

 

※Ｈ26実績 

ランニングコスト 

7,937千円 

利用料収入 

9,596千円 

 
※東北楽天
ゴールデン
イーグルス
の春季キャ
ンプ練習野
球場施設。 

 

 
【参考：広さを50ｍ×50ｍ以上とする理由】 

◯ 全面の利用の場合   

・ 内野の連携守備練習が可能な広さであること。 

◯ 分割した利用の場合 

・ 例えば，ランニング，キャッチボール，バッティング，ピッチング等の練習を 

同時に行うことが可能であり，利便性の向上に繫がる広さであること。 

 ◯ 多目的な利用の場合 

・ 野球以外の種目では，フットサル競技において国際試合規格に適合した大人用 

コートが２面確保できる広さであり，更に利用率の向上に繫がる広さであること等。 


